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　現在，妊娠 6ヶ月〜 10ヶ月までの女性とそのパ トーナーの協力を得，うち，妊娠中の子どもが第
１子の132 組（女性 125 名，男性 114 名）を調査協力対象とした。
　対象者の属性は女性が平均年齢 31.9 歳（SD 3.73），男性が平均年齢 33.3 歳　（SD 4.96）で
あった。平均結婚月数は31.86ヶ月（SD；31.42ヶ月，range 0ヶ月-165ヶ月）である。
　調査対象者のうち，不妊治療経験をもつ者（以下不妊治療群とする）は男性14名，女性30名，
自分が不妊ではないかと疑ったことのある者（以下不妊疑い群とする）は男性 12 名，女性 29 名，
不妊を疑ったことのない者（以下自然妊娠群とする）は男性 87 名，女性 71 名であった。
　不妊治療経験を有するカップルに関する属性として，平均治療期間は17.24ヶ月（SD；13.77ヶ月，
range 1ヶ月-60ヶ月）であり，不妊原因は男性不妊 6組，女性不妊 10 組，原因不明 11 組，その
他（HLA不適合，セックスレスなど）1組であった（重複回答あり）。また，現在の妊娠までに経験


































































































































名）と低群（54 名）の2群間，および「夫婦のための子ども」高群（43 名）と低群（29 名）の2群間
について有意差が認められた（t（70）=2.80,p<.01,d=0.23,t（69）=2.03,p<.05,d=0.48）（表 6,表 7）。
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